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【目  的】  
左室補助人工心臓 (LVAD)治療において、大動脈弁逆流 (AR)は問題となる合併
症の一つである。 AR は LVAD と左心室における血液再循環を引き起こし、 LVAD
補助の継続を困難にし得る。しかしながら、AR が起こった際の血行動態や心筋
酸素代謝が LVAD 制御によりどのように変化するかについては、未だ明らかでは
ない。そこで我々は、大動物における LVAD-AR モデルを新たに確立した。その
新モデルを用い、 LVAD ポンプ回転数が AR の血行動態および心筋酸素代謝に与
える影響について評価した。  
【対象および方法】  
成ヤギ５頭（体重 55±9.3kg）に対し、左第五肋骨床開胸にて LVAD 植え込み
を施行した。左室心尖部脱血、下行大動脈送血にて LVAD 循環を確立した。 AR
モデルは、下大静脈フィルターを左心室心尖部より挿入し、大動脈弁位で開閉
することで確立した。大動脈造影にて Sellers 分類Ⅲ度以上を AR+と定義し、
AR がない時 (AR-)と比較した。LVAD のポンプ回転数を 1400 から 2200rpm の間で
変化させ、AR の有無と回転数の変化が血行動態および心筋酸素代謝に与える影
響を調べた。  
 
【結  果】  
全例で AR モデルの作成に成功した。 AR+では AR-と比較して、拡張期血圧が
有意に低下し、中心静脈圧、平均左心房圧、左室拡張期圧が有意に上昇した。
ポンプ回転数を増加すると、AR-ではポンプ流量が全身循環血液量と同程度まで
増加したのに対し、AR+ではポンプ流量が全身循環血液量を大きく超えて増加し
た。このポンプ流量と全身循環血液量の差が LVAD と左心室における血液再循環
量を表していると考えられ、ポンプ回転数の増加が血液再循環を増加させてい
ることが示唆された。また AR-ではポンプ回転数の上昇に従って心筋酸素消費
率が減少したが、AR+では減少が得られなかった。血液再循環量のポンプ流量に
対する割合と心筋酸素消費率は正の相関を示し、血液再循環の増加により心筋
酸素代謝に悪影響が及んでいることが示唆された。  
【考  察】  
LVAD ポンプ回転数の増加は、本来 LVAD 流量を増加させることで全身循環血
液量を増加し、心負担を軽減する。しかしながら重度の AR 存在下では、ポンプ
回転数を増加させた際に見かけ上のポンプ流量は上昇するが、LVAD と左心室に
おける血液再循環ばかりが増加し、全身循環血液量の増加には寄与していない
ことが示された。心筋酸素代謝においては、血液再循環量の増加が心筋酸素消
費率の増加と相関した。よって重度の AR 存在下でのポンプ回転数増加は、血行
動態を改善しないばかりでなく、心筋酸素代謝的にも心負担を増加させる可能
性があることが示された。  
【結  論】  
AR は LVAD と左心室における血液再循環を引き起こし、重度 AR の存在下では
高回転数での LVAD 制御が有効でないことが示された。  
